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２
０
１
４
年
５
月
に
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
は
、昨
年
11
月
29
日
に

第
１
回
と
な
る「
栄
養
経
営
士
」資
格
認
定
試
験
を
行
い
３
０
４
名
の
管
理
栄
養
士
が
合
格
し
ま
し
た
。

「
栄
養
経
営
士
」第
１
期
生
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、宮
澤
靖
代
表
理
事
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
栄
養
経
営
士
」第
一
期
生
誕
生
の
年

大
い
な
る
飛
躍
への
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
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10
年
後
の
生
き
残
り
を
か
け
て

３
０
４
名
が「
栄
養
経
営
士
」試
験
に
合
格
！

今
後
、
ご
高
齢
の
方
々

が
増
え
て
い
く
中
、
低
栄

養
を
ベ
ー
ス
に
し
た
病
態

の
複
雑
な
患
者
さ
ん
も
確

実
に
急
増
し
ま
す
。
こ
う

し
た
方
々
の
治
療
に
お
い

て
は
、
動
い
て
食
べ
る
、

つ
ま
り
リ
ハ
ビ
リ
と
栄
養

が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
治
療
の
基

本
で
あ
る
両
軸
の
う
ち
の

一
つ
を
司
っ
て
い
る
専
門

職
で
す
。
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
質
の

高
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の

栄
養
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

重
要
な
使
命
と
な
り
ま
す
。

自
ら
切
り
拓
く
未
来
の
実
現
に
つ
い
て

と
も
に
考
え
、と
も
に
歩
も
う日

々
の
ル
ー
チ
ン
業
務
に

埋
没
し
て
い
て
は
、
到
底

全
う
で
き
な
い
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
所
属

す
る
栄
養
部
門
の
業
務
整

理
を
し
っ
か
り
と
行
な
い
、

こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め

の
コ
ア
業
務
に
人
・
物
・

情
報
・
技
術
を
絞
り
込
む

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
具
体
的
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
本

協
会
理
事
と
会
員
で
あ
る

皆
さ
ま
と
が
と
も
に
考
え
、

解
決
を
見
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
協
会
の
理
事
は
、
臨

床
医
や
多
く
の
経
験
を
積

ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
管
理
栄
養

士
、
さ
ら
に
教
育
機
関
で

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
教

員
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
に
富

ん
だ
人
材
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
理
事
は

今
年
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
前
述
の
課
題
に
つ

い
て
と
も
に
考
え
る
場
を

数
多
く
ご
提
供
し
て
い
く

予
定
で
す
。

主
役
は
会
員
で
あ
る
皆

さ
ま
で
す
。
ぜ
ひ
、
と
も

に
考
え
る
場
を
大
い
に
ご

活
用
い
た
だ
き
、
私
た
ち

管
理
栄
養
士
の
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
す
べ
て
の

患
者
さ
ん
に
最
良
の
栄
養

サ
ポ
ー
ト
を
ご
提
供
す
る

と
い
う
目
標
達
成
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
１
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
大
い
な
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
11
月
29
日
、
第
１

回「
栄
養
経
営
士
」資
格
認

定
試
験
が
行
な
わ
れ
、
約

４
０
０
名
も
の
管
理
栄
養

士
の
方
々
に
受
験
い
た
だ

き
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
試
験
の
受
験
要
件
で

あ
る
基
礎
講
習
の
受
講
者

が
約
７
０
０
名
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常

に
高
い
受
験
率
で
あ
り
、

皆
さ
ま
の「
栄
養
経
営
士
」

に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ

に
つ
い
て
、
う
れ
し
く
思

う
と
同
時
に
、
私
た
ち
協

会
と
し
て
責
任
の
重
さ
も

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
本
協
会
は
、

将
来
的
な
目
標
の
な
い
ま

ま
に
日
々
の
ル
ー
チ
ン
業

務
に
明
け
暮
れ
て
い
る
管

理
栄
養
士
の
方
々
に
対
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
医
療
・
福

祉
の
世
界
で
管
理
栄
養
士

と
い
う
存
在
が
必
要
と
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
危
機
感
の
も
と
、
10

年
後
の
生
き
残
り
を
か
け

て
自
ら
の
未
来
を
自
分
た

ち
で
切
り
拓
い
て
い
く
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
の

「
栄
養
経
営
士
」資
格
認
定

試
験
合
格
者
の
皆
さ
ま
は
、

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
協
会
は
、皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
よ
り
、

設
立
３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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食べる喜びを
皆様にお届けすること
それが当社の使命です。
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祝
「栄養経営士」
資格認定試験

合 格

新春メッセージ日本栄養経営実践協会
役員からの

1月8日、第1回「栄養経営士」資格認定試験の合格者304名が誕生しました。
2016年は、栄養経営士がさまざまな現場で本格始動する記念すべき年になりそうです。

本協会役員が、「栄養経営士」資格認定試験に合格した皆さまへ、熱いエールを送ります。

　第1回「栄養経営士」資格認定試験に合格された皆さま、おめでとうございます。また、今回は残念ながら不合格となった方にも私は大きな期待を抱いています。
なぜなら、このような新たな変化を敏感にキャッチし実際にチャレンジされた瑞 し々い感性は、何よりの才能であると信じるからです。
　映画『カッコーの巣の上で』をご存知でしょうか？　ジャック・ニコルソンが好演した主人公マックは徴兵を逃れるために紛れ込んだ精神病院にて自由のための戦
いを挑みます。最終的には病院側からロボトミー手術が施行され廃人になってしまうのですが、“I couldn’t. But I tried.”という言葉を遺して逝きます。そして、この
言葉によって聾唖者を装ったネイティブ・アメリカンのチーフがマックの想いを実現させます。
　大切なのはチャレンジすることです。たとえ成功しなかったとしても、その想いは誰かが引き継いでくれるはずです。栄養経営士という大海原でのチャレンジは始
まったばかりです。ともに歩んでいきましょう！

大切なのはチャレンジすること
いざ、栄養経営士という大海原へ！

日本栄養経営実践協会 副代表理事
医療法人財団松圓会 東葛クリニック病院 副院長

秋山 和宏

　第1回「栄養経営士」資格認定試験の合格者の皆さま、誠におめでとうございます。
　全国から400名を超える管理栄養士の方が受験され、皆さんの必死の努力が実を結び、300名を超える優秀な方々が合格を勝ち取られたことは、本当に素晴
らしい限りです。
　それと同時に、初めての合格者の皆さまには、今後の栄養経営士の方向性を担う重大な責任があります。ぜひ、地域の栄養ケアの中核的な役割を担って、近
隣の管理栄養士や看護師、その他の多職種の相談相手になり、地域での連携の輪を広げていただきたいと思います。
　栄養経営士という資格が、これから各界で高く評価されていくためには、資格を取得された皆さま一人ひとりが、地域から信頼され、後輩からは憧れられる存在に
なることがきわめて重要です。ぜひ、そうした責任のもとに、日々の業務、マネジメント、連携に取り組んでいただければと思います。

第1回試験合格者の皆さまが
この資格の“これから”を担う

日本栄養経営実践協会 理事
医療法人真徳会 沖縄メディカル病院あがりはまクリニック 院長

金城大学 客員教授 吉田 貞夫

　2016年の新年を迎え、新たな希望を抱いてスタートされた方 も々いらっしゃるでしょう。
　昨年は初の栄養経営士誕生に向け、全国で資格認定講習会を開催するとともに、11月29日には第1回「栄養経営士」資格認定試験が実施されました。新年
早々、合格の知らせを受けた方は、次の夢に向け、一歩を踏み出したことになります。
　とはいえ、これがゴールではありません。栄養経営士としては、これからがスタートです。社会に期待される資格へと成長すべく、ニーズに打ち勝つ信念と、継続的
なたゆまぬ努力が必要です。
　栄養経営士に何ができるのか、普通の管理栄養士と何が違うのかを、今一度考えてみてください。本協会でも、栄養経営士に対するケアはもちろんのこと、多く
の方に挑戦を呼びかける取り組みに力を入れてまいります。ともに、頑張っていきましょう。

ニーズに打ち勝つ信念と
継続的なたゆまぬ努力を

日本栄養経営実践協会 監事
和洋女子大学 家政学群健康栄養学類 教授

古畑  公

　マネジメントの世界で高名なドラッカーは、人間としての幸せを実現するために「変化を探し、変化に対応し、変化を機会として利用する」マネジメントを働かせる
意識的な努力が大切としています。まさに今日の医療環境は、大きく変化しています。病院では、複数の基礎疾患をもった低栄養の高齢者が増加し、一方で医療
の高度化が加速しています。これにより医療・介護依存度の高い患者が増え、国民医療費は40兆円を超過し、より効率的な医療環境が必要とされています。そ
んな中、管理栄養士の仕事はどうなるのか、そして政策はどう動いていくのでしょうか──。実はこれを決めるのは、管理栄養士の働きによる成果です。われわれ
は、行動を始めなければなりません。
　皆さまは、こうした変化に気づき、対応しようと栄養経営士試験に臨んだことと思います。小生が歩み始めたころ、「何事も始めたら半分成功であり、残りは継続
すること」と習い守ってきました。デッドラインに立たされている今、同志と一緒に知恵を出し合い、日本の栄養管理の未来に貢献したいと思っています。

始めたら半分成功、
あと半分は継続すること

日本栄養経営実践協会 理事
関西電力株式会社 関西電力病院 疾患栄養治療センター

真壁  昇

　あけましておめでとうございます。皆さまは、どのような気持ちで新年をお迎えになりましたでしょうか？　このメッセージが届くころ、お手元には栄養経営士試験の
結果が届いていることと思います。このような日を迎えることができ、感慨深いものがあります。それは、たくさんの仲間ができるという感謝の気持ちです。
　私たち理事は、管理栄養士の専門性や将来性に、大きな不安を感じています。現実を直視し、不足している能力と必要な能力を分析し、本協会を設立し、思い
を伝える基礎講習会を開催し、試験を実施してまいりました。このような活動は、気持ちを同じくする皆さまがいなければ、できなかったことです。思いを一つにした栄
養経営士の仲間が、今後ますます増えることを考えると、大きな喜びを感じます。
　今年は、栄養経営士の活動をスタートさせる年となります。私たちがより誇りを持てる仕事をすることで、管理栄養士という職業が、社会に認められ、期待され、子
どもたちのなりたい職業になるよう、一緒に頑張りましょう。皆さまに感謝しつつ、心よりお祝い申し上げます。

管理栄養士が、子どもたちの
憧れの職業になるように──

日本栄養経営実践協会 理事
熊本県立大学 環境共生学部 非常勤講師

山下 茂子

　新たなる希望の2016年を迎えました。年明け早々に栄養経営士の第1回合格者が誕生する記念すべき年となり、私も皆さんと同様に期待で大きく胸が膨らん
でいます。
　ご存知のように、わが国における栄養の問題は、疾病構造の多様化や超高齢社会、さらには個々人で異なる生活背景などによって複雑化しています。いまや、医療
機関や福祉施設、会社や学校などの集団だけでなく、家庭や地域など社会全体の問題として、栄養素の過剰または不足、あるいは偏りが存在し拡がっています。これ
らの栄養問題に対して真剣に取り組むべきなのは、いったいどの職種でしょうか。私たちは、唯一栄養を冠した職種として、管理栄養士こそが率先して解決すべき課題
があることを認識する必要があります。そして、取り組むべき課題のマネジメントとさらなる専門領域の確立こそが、「頼れる管理栄養士」への必須条件となります。
　栄養管理に経営の手法を取り入れることによって、私たちの手で、2016年を栄養経営元年にしましょう。これから10年先も生き残れる管理栄養士をめざして。

経営手法を取り入れ
2016年を栄養経営元年に

日本栄養経営実践協会 理事
淀川キリスト教病院 栄養管理課 課長

大谷 幸子

　栄養経営士の第1期生が誕生するこの2016年は、栄養分野が大きく変わる年になるのではないかと思っています。これまで栄養分野になかった「マネジメント」
という考え方が導入されることにより、現場でどのような変化が起きるのか、大いに期待しています。
　しかし、この「栄養経営士」という資格は、取得することが目的ではありません。資格の取得はあくまでスタートラインに立ったということであり、これからが本番と言
えます。栄養経営士同士が交流し、互いに切磋琢磨しながら研究会や勉強会を通してレベルアップし、栄養分野におけるマネジメントを実践していくことが、この
資格の価値を高めていくことにつながります。
　栄養経営士の第1期生の皆さまには、その土台をつくっていく使命があるということを理解していただきたいと思います。もちろん、私たちも全力でバックアップし
ていきます。一緒に栄養分野の新しい未来をつくっていきましょう。

栄養分野の未来に
明るい光が灯る年

日本栄養経営実践協会 理事
株式会社ヘルスケア総合政策研究所 代表取締役

林　諄
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【お問い合わせ・お申し込み先】　株式会社日本医療企画九州支社　TEL：092-418-2828　担当：渡邉

　当講座は、管理栄養士に必要な基礎医学を学び、他職種との連携を円滑にするためのも
のです。「今さら恥ずかしくて聞けない」「カンファレンスで話についていけない」「一から勉
強しなおしたいけど、どこから手をつけて良いのかわからない」といった悩みを抱える管理
栄養士の方に最適な内容となっています。
　講師には医師で九州女子大学家政学部教授の三浦公志郎先生をお迎えし、医師の立
場から「ここだけは知っておいてほしい」というポイントを解説いただきます。管理栄養士の
人間力・思考力・技術力が急速に求められる現在、ぜひ当講座をご活用ください。

日　程

三浦公志郎氏 （九州女子大学家政学部栄養学科教授・医師）講　師

90名定　員

平成28年 2 月20日（土）
時　間 10：30～16：30

管理栄養士のための基礎医学講座

受講料 栄養経営士資格認定基礎講習受講者：7,000円（税込）
一般：8,000円（税込）

プログラム ・代謝疾患に必要な基礎知識
　（糖質代謝異常、脂質代謝異常、タンパク質代謝異常など）
・糖尿病についての医学的知識と栄養管理
※その他、症例検討や質問タイムあり

会　場 九州ビル８階松の間
（福岡市博多区博多駅南1-8-31） 博多駅筑紫口より徒歩5分

法人賛助会員紹介 File3 ヘルシーフード株式会社

　
チーム医療の一員として
管理栄養士や在宅患者を支えたい
　当社は、卸事業、メーカー事業、通信販売
事業の3部門を柱に展開しています。
　東京近県の医療機関、介護施設など約
4,000軒に食品を納入しているほか、自社
のプライベートブランドも展開しており、か
みやすく飲み込みやすい食品や、たんぱく質
調整食品などの開発を行なっています。
　主要3部門の中でも最近、特に力を入れて
いるのが通信販売事業で、在宅患者様への医
療食・介護食の宅配事業を展開しています。
国は2025年問題などの対策として在宅医療
を推進していますが、患者様が自宅に戻った
際、病院での栄養指導通りに食事を続けるの
はたいへんです。そこで、医療機関や介護施
設で利用している食品をご自宅にお届けする
ことを通じて、在宅患者様の食生活を支えて
いきたいと考えます。
　通信販売は、医療機関や介護施設などでの
栄養指導時に当社カタログをご紹介いただ
き、その後、在宅患者様やご家族から問い合
わせを受けた際、40名のオペレーターがお
客様と一緒になって食品を選んだり、在宅患
者様ならではの要望をうかがいながら、サー
ビスを高めております。
　通信販売用のカタログ（下写真）は、当社
と、管理栄養士さん、患者様をつなぐ大切な
ツールですから、こだわりを持って制作して
います。病態に合わせて適切な商品選びがで

きるように、「たんぱく質調整食品」「エネ
ルギー調整食品」「介護食品や高栄養の食
品」の3冊に分冊。さらに、病気や食事・栄
養について、一般の方にもわかりやすい内容
のコラムを充実させているほか、医療・介護
関係者向けに栄養分野の最新情報を掲載する
など、「単なる商品カタログにはしない」方針
で編集しており、ご好評いただいています。
　通信販売事業を通じて、地域の管理栄養士
さんや患者様とのかかわりは強まっており、
われわれも、チーム医療の一員であるという
自負を持って取り組んでいます。

法人賛助会員として
栄養経営士のスキルアップをサポート
　「栄養状態を上げることで、患者さんの
QOLを上げる。そのために、もっと管理栄
養士が頑張らなければならない。さらには病
院内において栄養の意義を高め、他職種に栄
養の重要性を認めてもらう活動をしなければ
いけない。管理栄養士の喜びは、コストダウ
ンではなく患者さんを治すことだ」──宮澤
靖先生（日本栄養経営実践協会代表理事、近
森病院臨床栄養部部長）のご講演でこのよう
なお話を聞き、当社の黒田賢代表取締役とも
ども、たいへん感銘を受けました。そのよう
な想いで患者様を守ろうとしている栄養経営
士の皆様の活動に、医療・介護の食に携わる
企業として協力させていただきたいと考えた
のが、賛助会員になった大きな理由です。
　最近、看護師さんや言語聴覚士さんなど多

職種が栄養に関わる機会が増
えていますが、栄養に関して
は管理栄養士の先生が指揮を
していく方向が望ましいと感
じております。そんな中、
「10年後に生き残れる管理栄
養士をめざそう」という強い
意志のもとでつくられた栄養
経営士資格には、大いに賛同し
ました。

　当社は今、栄養
指導のスキルアッ
プに注目し、さま
ざまなセミナーを
開催しています。
病院で実際に栄養
指導を行なってい
る方を講師に迎
え、具体的な指導
方法をレクチャー
する講義は参加者の満足度も高いので、今
後、病態別での開催も視野に入れておりま
す。このような企画を通じて、栄養経営士の
皆様のスキルアップをサポートし、また、わ
れわれも知識を高めて、ともに患者様を支え
ていきたいと思っています。

情報提供などを通じて栄養経営士、
利用者、他メーカーのまとめ役に
　当社は卸事業も行なっているため、以前か
ら医療・介護食メーカーとのつながりを持っ
ており、それが強みでもあります。
　近年、医療・介護食のラインナップは非常
に充実してきています。毎週のように新商品
が発売され、どの食品を選んだらよいのか、
迷うことも多いのではないでしょうか。そこ
でわれわれは、管理栄養士の先生や患者様が
適切な食品を選べるように、自社他社を問わ
ず食品の特性や栄養成分などの情報を提供
し、食品選びのアドバイスなども行なってい
ます。在宅医療が中心となる超高齢社会を前
に、医療・介護食メーカー同士、今まで以上
に情報交換に努めるなど、一つのチームとし
ての取り組みが求められてきているのかもし
れません。
　栄養経営士をはじめとした管理栄養士の皆
様、在宅患者様などエンドユーザーの方々、
そして医療・介護食メーカーそれぞれに必要
な情報を発信することにより、一丸となって
患者様の健康と栄養分野の発展に寄与してい
きたいと考えます。

栄養部門のプロフェッショナルとして
強い意志を持った栄養経営士に期待
1959年に創業したヘルシーフードは、医療・介護食品の開発・販売を行なうほか、1999年にはグ
ループカンパニーとしてヘルシーネットワークを立ち上げ、通信販売事業にも力を入れている。
栄養分野で医療・介護を支え、常に先を見続けてきた企業は、新資格・栄養経営士にどのような
期待を寄せているのか。
ヘルシーネットワーク営業本部営業二部特販営業課課長の多和田幸広氏にお話をうかがった。

企業DATA
ヘルシーフード株式会社 
本社住所 ： 東京都日野市万願寺1-34-3
本社電話 ： 042-581-1191
代表取締役 ： 黒田 賢 
事業内容 ： 医療機関・介護施設向け食品の開発・販売 等
従業員数 ： 195人 
関連会社 ： 株式会社ヘルシーネットワーク
　　　　　蘇州和喜福食品有限公司 
http://www.healthy-food.co.jp/

多和田幸広氏
（ヘルシーネットワーク営業本部
営業二部特販営業課課長）

在宅患者向け通信販売カタログ「いきいき食品（たんぱく質調整食品）」「にこにこ食品（エネ
ルギー調整食品）」「はつらつ食品（介護食品や高栄養の食品）」は、年2回発行
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【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本栄養経営実践協会　TEL:03-5289-7021　http://nutr i t ion-management.jp

第１回 全国栄養経営士のつどい

栄養経営士がつくる栄養分野の新たな未来
平成28年

 3 月13日（日）
平成28年

 3 月13日（日）
プログラム（一部）

【基調講演】 

栄養部門の現状と未来̶̶超高齢社会における地域医療のなかで何をすべきか
鷲澤 尚宏（東邦大学医療センター大森病院栄養治療センター部長、准教授）
【特別セッション】 

栄養経営士の可能性を考える̶̶新しい資格の誕生が与える栄養部門へのインパクトとは
〔座長〕吉田 貞夫（医療法人真徳会沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長、一般社団法人日本栄養経営実践協会理事）参加料／会員および会員申請中 ： 3,000円

　　　　基礎講習受講者 ： 5,000円
　　　　一般 ： 8,000円　（いずれも税込）
場　所／東京都医業健康保険組合会館 大ホール（東京都新宿区南元町4）

祝 栄養経営士誕生！祝 栄養経営士誕生！

【パネルディスカッション】

栄養経営士は栄養部門をどう変えるか̶̶現場主導型の栄養経営の確立をめざして
〔座長〕宮澤　靖（社会医療法人近森会近森病院臨床栄養部部長、一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事）

初
の「
栄
養
経
営
士
」資
格
認
定
試
験

３
０
４
人
が
合
格
！

一
般
社
団
法
人
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
は
、昨
年（
２
０
１
５
年
）11
月
29
日
、第
１
回「
栄
養
経
営
士
」資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。

当
日
は
全
国
７
カ
所
の
試
験
会
場
で
合
計
４
０
５
人
が
受
験
。

本
年（
２
０
１
６
年
）１
月
８
日
、晴
れ
て
３
０
４
人
の
合
格
が
発
表
さ
れ
た
。

表 1　「栄養経営士」資格認定試験結果まとめ
① 受験申込者数 421 人
② 受験者数 405 人
③ 受験率（②／①） 96.2％
④ 合格者数 304 人
⑤ 合格率（⑤／④） 75.1%
⑥ 平均点 32 点※

⑦ 最高得点 45 点※

※ 50 点満点／ 50 問、1 問 1 点

管
理
栄
養
士
の
た
め
の

新
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
資
格

　

「
栄
養
経
営
士
」
は
、

２
０
１
４
年
５
月
に
設
立

さ
れ
た
日
本
栄
養
経
営
実

践
協
会
が
認
定
す
る
新
し

い
資
格
と
し
て
誕
生
し

た
。
本
協
会
は
現
場
の
管

理
栄
養
士
に
向
け
て
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
習

得
を
め
ざ
し
た
教
育
を
行

な
う
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
、
「
栄
養
経
営
士
」
の

養
成
は
、
重
要
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
栄
養
経
営
士
」
と
は
、

栄
養
管
理
の
チ
ー
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
「
臨

床
ス
キ
ル
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
「
人
材

育
成
」
―
―
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
知
識
を
習
得
し
、

か
つ
、
実
務
の
現
場
に
お

い
て
そ
の
知
識
・
経
験
を

広
く
発
揮
で
き
る
「
栄
養

管
理
の
経
営
」
を
担
う
専

門
職
で
あ
る
。

栄
養
経
営
士
に

な
る
た
め
の
ル
ー
ト

　
「
栄
養
経
営
士
」
に
な
る

た
め
に
は
、
２
つ
の
段
階

を
経
る
必
要
が
あ
る
。
第

１
段
階
は
、
「
栄
養
経
営

士
」
資
格
認
定
基
礎
講
習

（
以
下
、
基
礎
講
習
）
を

受
講
。
本
基
礎
講
習
の
修

了
者
で
管
理
栄
養
士
と
し

て
２
年
の
実
務
経
験
が
あ

る
者
が
、
第
２
段
階
で
あ

る
「
栄
養
経
営
士
」
資
格

認
定
試
験
（
以
下
、
資
格

認
定
試
験
）
の
受
験
に
進

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
資
格
認
定
試
験
の
合

格
者
が
、
入
会
・
資
格
認

定
審
査
を
経
て
、
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
「
栄
養

経
営
士
」
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

基
礎
講
習
は
、
こ
れ
ま

で
の
自
身
の
業
務
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
今
後
、
栄

養
管
理
の
専
門
職
と
し
て

生
き
残
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
、
「
栄
養

経
営
」
と
は
何
か
、
「
栄
養

経
営
士
」
と
は
何
を
め
ざ

す
の
か
─
─
を
習
得
す
る

た
め
の
１
日
（
７
時
間
）

の
講
習
で
、
受
講
資
格
の

定
め
は
な
く
、
誰
で
も
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

15
年
度
は
、
全
国
７
カ
所

を
会
場
に
計
８
回
の
基
礎

講
習
を
開
催
し
、
延
べ

７
６
２
人
が
修
了
し
た
。

こ
の
内
、
管
理
栄
養
士
と

し
て
２
年
以
上
の
勤
務
経

験
を
有
す
る
６
８
４
人

が
、
資
格
認
定
試
験
の
受

験
資
格
を
も
つ
こ
と
に
な

る
。

　

資
格
認
定
試
験
は
、
栄

養
経
営
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
倫
理
／
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
、
「
栄
養
経
営
士
」
像

に
鑑
み
、
そ
の
習
得
・
到

達
度
を
測
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
出

題
科
目
は
、
「
病
棟
業
務

管
理
」
「
コ
ス
ト
管
理
」

「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
人
材
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
「
多
職
種
協
働
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
病
態
栄

養
」
の
６
科
目
、
五
肢
選

択
方
式
の
50
問
を
80
分
で

解
答
す
る
。

第
１
回
資
格
認
定
試
験

４
０
５
人
が
受
験
！

　

第
１
回
資
格
認
定
試
験

は
、
15
年
11
月
29
日
に
札

幌
、
仙
台
、
東
京
、
名
古

屋
、
金
沢
、
大
阪
、
福
岡

の
全
国
７
会
場
で
実
施
さ

れ
た
。

　

資
格
認
定
試
験
の
受
験

資
格
を
も
つ
６
８
４
人

中
、
受
験
申
込
者
は
４
２
１

人
（
61
・
５
％
）
と
、
半
数

以
上
が
第
１
回
資
格
認
定

試
験
に
臨
ん
だ
。

　

当
日
の
受
験
者
は
、

４
０
５
人
、
16
年
１
月
８

日
の
合
格
発
表
に
よ
り
、

晴
れ
て
３
０
４
人
の
合
格

者
が
誕
生
し
た
。
前
述
の

通
り
、
合
格
者
は
、
入
会
・

資
格
認
定
審
査
を
経
て
、

「
栄
養
経
営
士
」
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

資
格
認
定
試
験
の
結
果

概
要
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

［
結
果
概
要
］

　

受
験
申
込
者
数
４
２
１

人
の
う
ち
４
０
５
人
が
受

験
し
、
３
０
４
人
が
合
格

し
た
。
受
験
率
（
96
・
２

％
）
は
、
一
般
的
に
資
格
試

験
の
受
験
率
と
し
て
は
格

段
に
高
く
、
受
験
者
の
意

気
込
み
の
強
さ
が
と
っ
て

わ
か
る
。
合
格
率
（
75
・

１
％
）
は
、
第
１
回
試
験

と
あ
っ
て
足
切
り
点
が
比

較
的
低
く
設
定
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

［
年
齢
別
構
成
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受
験
者
数
は
、
「
30
歳

以
上
39
歳
以
下
」
が

１
５
６
人
（
受
験
者
比

38
・
５
％
）
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
40
歳
以
上
49
歳

以
下
」
が
１
３
０
人
（
同

32
・
１
％
）
と
続
く
。

　

合
格
者
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
「
30
歳
以
上
39
歳

以
下
」
が
１
２
７
人
（
同

41
・
８
）
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
40
歳
以
上
49
歳
以

下
」
が
92
人
（
同
30
・
３

％
）
と
続
く
。

［
就
業
場
所
別
構
成
］

　

受
験
者
を
就
業
場
所
別

に
見
る
と
、
病
医
院
に
勤

務
す
る
管
理
栄
養
士
が

３
４
４
人
（
受
験
者
比

84
・
９
％
）
と
大
多
数
を

占
め
、
次
い
で
介
護
福
祉

施
設
等
に
勤
務
す
る
管
理

栄
養
士
が
43
人
（
同
比

10
・
６
％
）
、
栄
養
関
連
企

業
が
７
人
（
同
比
１
・
７

％
）
、
行
政
関
連
施
設
２

人
（
同
比
０
・
５
％
）
、
そ

の
他
９
人
（
同
比
２
・
２

％
）
と
続
く
。

［
ま
と
め
］

　

表
１
「
第
１
回
『
栄
養

経
営
士
』
資
格
認
定
試
験

結
果
ま
と
め
」
を
参
照
。

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

第
２
回
資
格
認
定
試
験

が
16
年
６
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
15
年
度
の
基
礎

講
習
修
了
者
で
、
受
験
資

格
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
挑

戦
し
て
ほ
し
い
。

熱気につつまれる試験会場（大阪会場）
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